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石川ビオトープ交流会の発足によせて石川ビオトープ交流会の発足によせて

　このところ新聞をひらくと、　このところ新聞をひらくと、あちこちの学校のあちこちの学校の

児童児童・・生徒が教員や父兄と協力して生徒が教員や父兄と協力して「ビオトープ」「ビオトープ」

をつくったとか、をつくったとか、市町村の公園に市町村の公園に「ビオトープ」「ビオトープ」がが

造成されるという記事を毎日のように見かけま造成されるという記事を毎日のように見かけま

す。す。「ビオトープ」「ビオトープ」の定義はあまりはっきりしませの定義はあまりはっきりしませ

んが、んが、学校や公園のビオトープなら、学校や公園のビオトープなら、「ある場所に「ある場所に

人為的に創り出す疑似自然空間」人為的に創り出す疑似自然空間」という意味でという意味で

しょうか。しょうか。公園に社会事業の一環としてつくると公園に社会事業の一環としてつくると

すればすれば「ビオトープ事業」「ビオトープ事業」ともいえます。ともいえます。金沢な金沢な

ど都市域では、ど都市域では、工業化工業化・・都市化による過度の開発都市化による過度の開発

や環境汚染が進み、や環境汚染が進み、能登や加賀の山村や遠隔地で能登や加賀の山村や遠隔地で

は過疎化による問題が深刻です。は過疎化による問題が深刻です。どこでも次世代どこでも次世代

をになう子どもたちが自然と接する機会が極端にをになう子どもたちが自然と接する機会が極端に

減っており、減っており、「ビオトープ」「ビオトープ」を介して身近な自然にを介して身近な自然に

触れさせたいという配慮もはたらいています。触れさせたいという配慮もはたらいています。一一

方で、方で、「ビオトープ」「ビオトープ」つくりは盛り上がったが、つくりは盛り上がったが、でで

きてから維持に困っているという話や、きてから維持に困っているという話や、せっかくせっかく

いい自然環境があるのを壊して、いい自然環境があるのを壊して、「ビオトープ」「ビオトープ」工工

事をしたというような話もよく聞きます。事をしたというような話もよく聞きます。

　私たちの交流会は、　私たちの交流会は、自然や生き物とのふれあい自然や生き物とのふれあい

を大切にする方や団体なら、を大切にする方や団体なら、(1)(1)「ビオトープ」「ビオトープ」のの

定義にはこだわらず、定義にはこだわらず、(2)(2)個人による小さなものか個人による小さなものか

ら組織が運営する大きなら組織が運営する大きな「ビオトープ」「ビオトープ」（いしかわ（いしかわ

動物園、動物園、ふれあい昆虫館、ふれあい昆虫館、鴨池観察館など）鴨池観察館など）まで、まで、

(3)(3)参加者の知識や経験の有無、参加者の知識や経験の有無、深浅によらず参深浅によらず参

加できます。加できます。自然や生き物は、自然や生き物は、それぞれの場所、それぞれの場所、地地

域ごとに特色があります。域ごとに特色があります。したがって画一化よりしたがって画一化より

は多様性を重んじることになるでしょう。は多様性を重んじることになるでしょう。またまた

「ビオトープ」「ビオトープ」の直接の対象はの直接の対象は「人為的な疑似自然「人為的な疑似自然

空間」空間」であるとしても、であるとしても、石川県のすばらしい自然石川県のすばらしい自然

環境の保全や活用と密接につながっています。環境の保全や活用と密接につながっています。

「ビオトープ」「ビオトープ」はそれ自体で完結することはなく、はそれ自体で完結することはなく、

私たちをとりまく自然や生き物とのつきあい方を私たちをとりまく自然や生き物とのつきあい方を

教えてくれるものだからです。教えてくれるものだからです。皆さまのご参加を皆さまのご参加を

お待ちしています。お待ちしています。

（中村浩二　金沢大学理学部）（中村浩二　金沢大学理学部）

片野鴨池観察館の鴨猟の猟場を見学片野鴨池観察館の鴨猟の猟場を見学（第１回総会において）（第１回総会において）
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「いしかわビオトープ交流会」「いしかわビオトープ交流会」は、は、地域の自然環地域の自然環

境と野生生物に関心を持つ方や、境と野生生物に関心を持つ方や、生態系の保全やビ生態系の保全やビ

オトープ活動に実際に取り組んでいる方々の、オトープ活動に実際に取り組んでいる方々の、幅広幅広

いネットワークとなることを目指して設立されましいネットワークとなることを目指して設立されまし

た。た。

このこの「交流会」「交流会」発足のきっかけは、発足のきっかけは、9999年年1111月月2323

日にいしかわ動物園において開催された、日にいしかわ動物園において開催された、「小さな「小さな

いしかわ動物園」いしかわ動物園」推進交流会まで遡ります。推進交流会まで遡ります。この会この会

は県が主催したもので、は県が主催したもので、県内でビオトープづくりを県内でビオトープづくりを

実践している活動者等が集まり、実践している活動者等が集まり、ビオトープづくりビオトープづくり

の楽しさ、の楽しさ、苦労や工夫した点、苦労や工夫した点、成果などを語り合成果などを語り合

い、い、相互に交流していく契機とすることを目的の１相互に交流していく契機とすることを目的の１

つとしたものでした。つとしたものでした。動物園、動物園、学校、学校、地域、地域、ＮＰＯＮＰＯ

などなど1010団体の活動事例が報告されました。団体の活動事例が報告されました。おそらおそら

く県内のビオトープ活動者が一同に介した最初の機く県内のビオトープ活動者が一同に介した最初の機

会となったと思われる、会となったと思われる、この交流会のプライベートこの交流会のプライベート

な話し合いの中で、な話し合いの中で、将来、将来、交流のための組織づくり交流のための組織づくり

をすすめることが確認されました。をすすめることが確認されました。

翌年、翌年、20002000年年1111月月2626日には、日には、石川県ふれあい昆石川県ふれあい昆

虫館において虫館において「小さないしかわ動物園づくり推進交「小さないしかわ動物園づくり推進交

流会」流会」が開催されました。が開催されました。これは、これは、県自然保護課の県自然保護課の

主催事業でしたが、主催事業でしたが、企画企画・・実施はこの集会の実施の実施はこの集会の実施の

ために組織したために組織した「いしかわビオトープ研究会「いしかわビオトープ研究会（仮）」（仮）」

がおこないました。がおこないました。同会については、同会については、集会の案内状集会の案内状

に以下のように説明されています。に以下のように説明されています。

「今回はいしかわビオトープ研究会「今回はいしかわビオトープ研究会（中略）（中略）が、が、石石

川県からの委託を受け、川県からの委託を受け、開催事務局をつとめさせて開催事務局をつとめさせて

いただきますが、いただきますが、この会は暫定的なものであり、この会は暫定的なものであり、今今

回の交流会参加者のご賛同が得られれば、回の交流会参加者のご賛同が得られれば、県内のビ県内のビ

オトープ活動者のより広いネットワークを新たに結オトープ活動者のより広いネットワークを新たに結

成したいと考えております。」成したいと考えております。」

　この集会では、　この集会では、造成されたビオトープにおいて、造成されたビオトープにおいて、

比較的長い期間にわたり生物の生息状況調査や維比較的長い期間にわたり生物の生息状況調査や維

持持・・管理に関するデータの収集をおこなっている事管理に関するデータの収集をおこなっている事

例に注目し、例に注目し、７つの実践事例が報告されました。７つの実践事例が報告されました。

報告の後の討論において、報告の後の討論において、ある参加者からは、ある参加者からは、「こ「こ

の数年にいろいろなところでビオトープづくりがおの数年にいろいろなところでビオトープづくりがお

こなわれているが、こなわれているが、お互いの情報交換や知恵を出しお互いの情報交換や知恵を出し

合っていく場があった方がよい。」合っていく場があった方がよい。」といった意見がといった意見が

寄せられました。寄せられました。また他の参加者からは、また他の参加者からは、「今後人「今後人

的なネットワークづくりをどう進めるのか」的なネットワークづくりをどう進めるのか」といっといっ

た質問がありました。た質問がありました。こうした発言に対して主催事こうした発言に対して主催事

務局として、務局として、「できるだけ早急にいしかわビオトー「できるだけ早急にいしかわビオトー

プ研究会の集まりを呼びかけるプ研究会の集まりを呼びかける（高橋）」（高橋）」ことを約ことを約

束しました。束しました。

　このようにして、　このようにして、２つのイベントを通じて、２つのイベントを通じて、県内県内

における恒常的なネットワーク組織の必要性が認識における恒常的なネットワーク組織の必要性が認識

されるに至り、されるに至り、0101年年 77月月2828日に会場を金沢大学に日に会場を金沢大学に

移し、移し、「いしかわビトープ研究会「いしかわビトープ研究会（仮）（仮）発起人会議」発起人会議」

がが1212人の参加者のもとでおこなわれました。人の参加者のもとでおこなわれました。そのその

場で、場で、今後、今後、名称を名称を「いしかわビオトープ交流会」「いしかわビオトープ交流会」

として、として、地域のビオトープ活動のネットワークとな地域のビオトープ活動のネットワークとな

ることを目指して活動をはじめることになりましることを目指して活動をはじめることになりまし

た。た。当面の会長として中村浩二金沢大学教授を選出当面の会長として中村浩二金沢大学教授を選出

し、し、事務局３名事務局３名（草光紀子、（草光紀子、川原奈苗、川原奈苗、高橋久）高橋久）をを

決めました。決めました。続いて、続いて、会議に出席できなかった方を会議に出席できなかった方を

含め、含め、2020人を呼びかけ人として、人を呼びかけ人として、会員の募集を始め会員の募集を始め

ました。ました。現在は約現在は約4040人の組織となっています。人の組織となっています。

第１回総会は、第１回総会は、0202年年 1010月月 2020日に、日に、加賀市鴨池観加賀市鴨池観

察館において察館において2255名の参加者を得て名の参加者を得て開催されました。開催されました。

総会に先立ち事例報告として、総会に先立ち事例報告として、能登島の源内伸秀さ能登島の源内伸秀さ

んが、んが、市民の立場で取り組んできたビオトープ活動市民の立場で取り組んできたビオトープ活動

について報告をおこないました。について報告をおこないました。金沢市でコンサル金沢市でコンサル

タント業を営む野村幸平さんは、タント業を営む野村幸平さんは、ビオトープについビオトープについ

ての解説と各地の活動についての紹介をおこないまての解説と各地の活動についての紹介をおこないま

した。した。総会では、総会では、規約や活動計画を採択しました。規約や活動計画を採択しました。

総会後の自然観察会では、総会後の自然観察会では、鴨池観察館の大畑孝二鴨池観察館の大畑孝二

チーフレンジャーの解説チーフレンジャーの解説・・指導による野鳥観察をお指導による野鳥観察をお

こないました。こないました。

　このようにして活動を開始した　このようにして活動を開始した「交流会」「交流会」では、では、

今後ニュースレターの発行、今後ニュースレターの発行、年１回の総会と年数回年１回の総会と年数回

の交流会の実施を計画しています。の交流会の実施を計画しています。

（いしかわビオトープ交流会事務局長　高橋　久）（いしかわビオトープ交流会事務局長　高橋　久）

「いしかわビオトープ交流会」「いしかわビオトープ交流会」発足の経過とこれまでの活動発足の経過とこれまでの活動活動活動
ニュースニュース

第一回総会の様子第一回総会の様子
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　昨年、　昨年、1212月月 22日に、日に、「森と田んぼの学校」「森と田んぼの学校」発表会発表会

が行われました。が行われました。「森と田んぼの学校」「森と田んぼの学校」とは、とは、石川石川

県が実施している県が実施している「いしかわ森と田んぼの学校推「いしかわ森と田んぼの学校推

進プロジェクト事業」進プロジェクト事業」の田んぼの体験モデル校との田んぼの体験モデル校と

して平成して平成1212年度より年度より33ヶ年間にわたって、ヶ年間にわたって、毎年県毎年県

内で内で1010校程度の小学校を指定し、校程度の小学校を指定し、各小学校は環境各小学校は環境

教育学習として、教育学習として、「農業農村が持つ多面的機能「農業農村が持つ多面的機能※※のの

体験学習」、体験学習」、「米づくり体験」、「米づくり体験」、「地域農産物の栽培体「地域農産物の栽培体

験」、験」、「森の体験学習」「森の体験学習」などを行っているものです。などを行っているものです。

　今年度は　今年度は1212校が指定を受け、校が指定を受け、当日は実施してき当日は実施してき

た活動内容や成果を発表しました。た活動内容や成果を発表しました。ここでは、ここでは、主に主に

「農業農村が持つ多面的機能の体験学習」「農業農村が持つ多面的機能の体験学習」に注目しに注目し

て、て、発表会の報告を致します。発表会の報告を致します。

「森と田んぼの学校」「森と田んぼの学校」発表会発表会 活動　活動　
ニュースニュース

森と田んぼの学校発表会森と田んぼの学校発表会

　発表会では各学校の発表に先立ち、　発表会では各学校の発表に先立ち、いしかわ動物いしかわ動物

園においてビオトープづくりの実践や指導を行って園においてビオトープづくりの実践や指導を行って

いる佐野修さんが、いる佐野修さんが、石川県内の野生生物や自然環境石川県内の野生生物や自然環境

とビオトープについてお話をされました。とビオトープについてお話をされました。佐野さん佐野さん

はまず、はまず、石川県下においてレッドデータ掲載種と石川県下においてレッドデータ掲載種と

なっている種が、なっている種が、私たちの身近な水辺に生育、私たちの身近な水辺に生育、またまた

は依存する鳥類や昆虫、は依存する鳥類や昆虫、水生植物が目立って多い現水生植物が目立って多い現

状をお話しされ、状をお話しされ、その原因が、その原因が、池沼や低湿地におけ池沼や低湿地におけ

る開発、る開発、外来種の侵入、外来種の侵入、水田の乾田化、水田の乾田化、里山の自然里山の自然

生態系の破壊などによることを具体的な例を挙げて生態系の破壊などによることを具体的な例を挙げて

説明されました。説明されました。そして、そして、ビオトープを作ること自ビオトープを作ること自

体は小さなことだが、体は小さなことだが、作られたビオトープが周辺の作られたビオトープが周辺の

ビオトープとつながってうまく機能していくことをビオトープとつながってうまく機能していくことを

見ることが大切であると訴えられました。見ることが大切であると訴えられました。

　その後各小学校の生徒達が、　その後各小学校の生徒達が、パソコンとプロジェパソコンとプロジェ

クターによって活動内容や感想を発表しました。クターによって活動内容や感想を発表しました。ビビ

オトープづくりは、オトープづくりは、中島町立釶打小学校は休耕田中島町立釶打小学校は休耕田

で、で、珠洲市立若山小学校では校庭横で、珠洲市立若山小学校では校庭横で、松任市立石松任市立石

川小学校では校庭で、川小学校では校庭で、金沢市立湯涌小学校では学校金沢市立湯涌小学校では学校

横の休耕田で、横の休耕田で、志賀町立堀松小学校ではトミヨを対志賀町立堀松小学校ではトミヨを対

象として、象として、小松市立苗代小学校では校庭で、小松市立苗代小学校では校庭で、津幡町津幡町

立津幡小学校では前庭で、立津幡小学校では前庭で、山中町立菅谷小学校では山中町立菅谷小学校では

元気山で、元気山で、主に池や水路の水辺を中心としたビオ主に池や水路の水辺を中心としたビオ

トープをつくり、トープをつくり、メダカや水草などの導入を行ってメダカや水草などの導入を行って

いました。いました。ほとんどの学校はビオトープ造成前後ほとんどの学校はビオトープ造成前後

に、に、周辺地域の生きもの観察も行っており、周辺地域の生きもの観察も行っており、地域の地域の

自然に積極的に目を向けるきっかけとなっているよ自然に積極的に目を向けるきっかけとなっているよ

うです。うです。意見交換会の時間には子ども達同士で質疑意見交換会の時間には子ども達同士で質疑

応答が行われ、応答が行われ、特に外来種や大型種、特に外来種や大型種、園芸種の導入園芸種の導入

の是非については大人達も交えて活発に意見が交換の是非については大人達も交えて活発に意見が交換

され、され、各ビオトープ造成のあり方について考えさせ各ビオトープ造成のあり方について考えさせ

られるものでした。られるものでした。

　今年度造成されたこれらのビオトープがどのよう　今年度造成されたこれらのビオトープがどのよう

に、に、より自然になっていくのか、より自然になっていくのか、していくのかを考していくのかを考

え、え、管理管理・・活用していく様子を、活用していく様子を、地域の人たちと共地域の人たちと共

に見守りたいと思います。に見守りたいと思います。

※※【農業農村が持つ多面的機能】【農業農村が持つ多面的機能】
　農業　農業・・農村は、農村は、食料の生産の場としてだけではな食料の生産の場としてだけではな

く、く、国土保全国土保全・・水源かん養水源かん養・・自然環境の保全自然環境の保全・・良好良好

な景観の形成な景観の形成・・文化の伝承文化の伝承・・地域社会の維持活性化地域社会の維持活性化

などの多面的機能を有しています。などの多面的機能を有しています。当事業では子ど当事業では子ど

もの時期からこれもの時期からこれ

らの多面的機能をらの多面的機能を

体験することに体験することに

よって、よって、農業農村農業農村

の大切さを理解すの大切さを理解す

るとともに、るとともに、子ど子ど

も達が豊かな感性も達が豊かな感性

を持つようになるを持つようになる

ことを目的としてことを目的として

います。います。  具体的な具体的な

活動としては、活動としては、地地

域内での自然環境域内での自然環境

の観察やビオトーの観察やビオトー

プづくりなどをプづくりなどを

行っています。行っています。

（草光紀子）（草光紀子）

小松市の小学校校庭につくら小松市の小学校校庭につくら

れたビオトープ」れたビオトープ」
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　ミズアオイは水路や水田に生育する一年草。　ミズアオイは水路や水田に生育する一年草。

近年の開発で希少な種類となったミズアオイを守ろ近年の開発で希少な種類となったミズアオイを守ろ

うと、うと、小中学校の水辺ビオトープで植栽が盛んにお小中学校の水辺ビオトープで植栽が盛んにお

こなわれています。こなわれています。育てるにはどのようにした育てるにはどのようにした

らら･･････？というご質問を受けました。？というご質問を受けました。

　そこでミズアオイの種子の採集から植えかえま　そこでミズアオイの種子の採集から植えかえま

で、で、注意事項をまとめたものを紹介したいと思いま注意事項をまとめたものを紹介したいと思いま

す。す。内容については、内容については、植物専門家の白井伸和さんに植物専門家の白井伸和さんに

アドバイスしていただきました。アドバイスしていただきました。

なぜミズアオイを育てるのかなぜミズアオイを育てるのか

　ミズアオイはいくら引き抜いても繁茂する水田雑　ミズアオイはいくら引き抜いても繁茂する水田雑

草として、草として、農家の人たちからはあまり好まれませ農家の人たちからはあまり好まれませ

ん。ん。確かに結実率確かに結実率・・発芽率が高く、発芽率が高く、生育地では群生生育地では群生

するため、するため、やっかいな植物でもあります。やっかいな植物でもあります。

　しかし現在では水路の改修、　しかし現在では水路の改修、湿田の減少、湿田の減少、除草剤除草剤

の使用などが進んだことから、の使用などが進んだことから、多様な生物の生息環多様な生物の生息環

境が失われ、境が失われ、ミズアオイをはじめ水田を生息環境とミズアオイをはじめ水田を生息環境と

する多くの野生生物は絶滅の危機に瀕しています。する多くの野生生物は絶滅の危機に瀕しています。

　機械、　機械、農薬、農薬、化学肥料の使用が普及される以前の化学肥料の使用が普及される以前の

伝統的な農法では、伝統的な農法では、多様な生物と景観が維持され、多様な生物と景観が維持され、

人の手がたえず加えられる中でミズアオイも旺盛に人の手がたえず加えられる中でミズアオイも旺盛に

生育していたようです。生育していたようです。便宜性だけを追求する農業便宜性だけを追求する農業

のあり方が見直される時勢にきています。のあり方が見直される時勢にきています。

　自然の土地の条件を生かしたビオトープや学校ビ　自然の土地の条件を生かしたビオトープや学校ビ

オトープで、オトープで、ミズアオイなど希少となった水生植物ミズアオイなど希少となった水生植物

を育てて種の系統を維持することは、を育てて種の系統を維持することは、自然教育の場自然教育の場

として機能させること、として機能させること、土地利用のあり方などを考土地利用のあり方などを考

えていくうえで大切な役割を担うものと思われまえていくうえで大切な役割を担うものと思われま

す。す。

　また同時に、　また同時に、それぞれの地域においても、それぞれの地域においても、ミズアミズア

オイなどの希少植物を育てることは、オイなどの希少植物を育てることは、地域の野生生地域の野生生

物の系統を保全することと、物の系統を保全することと、種の遺伝的多様性を維種の遺伝的多様性を維

持することにもつながります。持することにもつながります。ですから、ですから、植栽にあ植栽にあ

たっては、たっては、その土地本来のものを選定することや、その土地本来のものを選定することや、

ほかの野生生物との関係をよく考えてむやみに植えほかの野生生物との関係をよく考えてむやみに植え

ないこと、ないこと、また当然植栽する人が責任を持って管理また当然植栽する人が責任を持って管理

できる範囲でおこなうことが求められます。できる範囲でおこなうことが求められます。

１．１．種子の採集種子の採集

　ミズアオイは、　ミズアオイは、花を咲かせたほとんどのものが結花を咲かせたほとんどのものが結

実するため、実するため、ひとつの穂にたくさんの実がなりまひとつの穂にたくさんの実がなりま

す。す。実を採集するときは採りすぎないように気をつ実を採集するときは採りすぎないように気をつ

けましょう。けましょう。とくに子供たちは実をたくさん採るととくに子供たちは実をたくさん採ると

思いますが、思いますが、多くの苗を育てると、多くの苗を育てると、管理や移植場所管理や移植場所

を見つけるのが大変になります。を見つけるのが大変になります。

　実が熟すのは　実が熟すのは1111月中旬から月中旬から1212月上旬にかけてで月上旬にかけてで

す。す。三角形をした緑色の実は、三角形をした緑色の実は、やがて裂開し、やがて裂開し、種を種を

落とします。落とします。未熟な実未熟な実（中の種子が白色のもの）（中の種子が白色のもの）をを

採集しないように注意して摘み採ります。採集しないように注意して摘み採ります。

　採集した実は、　採集した実は、水の中に入れます。水の中に入れます。バケツなどにバケツなどに

水を入れて、水を入れて、水中で実をほぐすと種子は水底に沈み水中で実をほぐすと種子は水底に沈み

ます。ます。種子は空気に触れると水面に浮くので、種子は空気に触れると水面に浮くので、捨て捨て

ずに水底に沈めるようにします。ずに水底に沈めるようにします。

　また、　また、裂開しない未熟な実を採ってしまったら、裂開しない未熟な実を採ってしまったら、

水の中に入れずに、水の中に入れずに、陰干ししておきます。陰干ししておきます。そうするそうする

と次第に熟します。と次第に熟します。

２．２．冬季の保存冬季の保存

　ミズアオイなど水生植物の種子は、　ミズアオイなど水生植物の種子は、乾くと発芽率乾くと発芽率

が悪くなるため、が悪くなるため、水中に保存します。水中に保存します。ペットボトルペットボトル

など小さな容器に入れ換えて保管したほうが便利でなど小さな容器に入れ換えて保管したほうが便利で

す。す。

　最初は水がかなり濁るので、　最初は水がかなり濁るので、頻繁に水を入れ換え頻繁に水を入れ換え

ることになります。ることになります。水が濁ったまま放置しておくと水が濁ったまま放置しておくと

腐敗する恐れがあるため、腐敗する恐れがあるため、保存中は濁ってきたら水保存中は濁ってきたら水

を入れ換えるようにします。を入れ換えるようにします。

　種子を入れたペットボトルは、　種子を入れたペットボトルは、冷蔵庫に入れてお冷蔵庫に入れてお

くと一番良いのですが、くと一番良いのですが、暖房器具のそばや日光のあ暖房器具のそばや日光のあ

たる場所など、たる場所など、温度が上昇しない場所なら室内でも温度が上昇しない場所なら室内でも

大丈夫です。大丈夫です。

  １つの実の大きさは、１つの実の大きさは、２２cmcm前後。前後。

  実の中には長さ２実の中には長さ２mmmm程度の種子が約程度の種子が約200200個も個も

入っています。入っています。

情報情報コーナーコーナー ミズアオイの育て方ミズアオイの育て方
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３．３．種まき種まき

　種まきを行う時期は、　種まきを行う時期は、44月に入った頃です。月に入った頃です。遅れ遅れ

ると、ると、容器の中で発芽してしまいます。容器の中で発芽してしまいます。

　まず、　まず、苗床を作ります。苗床を作ります。持ち運びやすい容器に、持ち運びやすい容器に、

泥土を厚さ泥土を厚さ10cm10cmほどしいて、ほどしいて、深さ約深さ約1cm1cmになるよになるよ

うに水を入れます。うに水を入れます。鉢を用いる場合は、鉢を用いる場合は、鉢の底に穴鉢の底に穴

があいているため、があいているため、土が抜け落ちないように工夫し土が抜け落ちないように工夫し

ます。ます。鉢の場合は、鉢の場合は、泥土を入れてから、泥土を入れてから、水の中へ水の中へ

ゆっくりと沈めます。ゆっくりと沈めます。

　水を入れた直後は濁っているため、　水を入れた直後は濁っているため、水が澄んでか水が澄んでか

ら種子をまきます。ら種子をまきます。種子は同じ場所にかたまらない種子は同じ場所にかたまらない

ように疎らにまきます。ように疎らにまきます。水を切ってから、水を切ってから、細い筆や細い筆や

綿棒で少しずつとり、綿棒で少しずつとり、種子を水面につけると静かに種子を水面につけると静かに

沈みます。沈みます。この方法だと簡単に疎らにまくことがでこの方法だと簡単に疎らにまくことがで

きます。きます。

　種子をまいたあとは、　種子をまいたあとは、上から土をかけないように上から土をかけないように

します。します。種子が土の中に入ると、種子が土の中に入ると、休眠を続けて埋土休眠を続けて埋土

種子になる可能性が高くなります。種子になる可能性が高くなります。種をまいたら、種をまいたら、

日当たりの良い場所におきます。日当たりの良い場所におきます。

　泥土は、　泥土は、肥料分の多い土を使うようにします。肥料分の多い土を使うようにします。田田

んぼや畑の土を使うのが一番です。んぼや畑の土を使うのが一番です。

４．４．植えかえ植えかえ

　やがて発芽し、　やがて発芽し、芽が伸びはじめます。芽が伸びはじめます。株が混み株が混み

合ってきたら、合ってきたら、広い場所に植えかえます。広い場所に植えかえます。

　植え方は、　植え方は、田植えと同じ要領です。田植えと同じ要領です。根を土に埋根を土に埋

め、め、葉に日光がよくあたるように植えてあげます。葉に日光がよくあたるように植えてあげます。

水の深さは、水の深さは、土の表面より１～２土の表面より１～２cmcmくらいが最適くらいが最適

です。です。水が深すぎると、水が深すぎると、日射不足で生育が悪くなり日射不足で生育が悪くなり

ます。ます。

　植えかえが完了すると、　植えかえが完了すると、植栽の作業は終わりです植栽の作業は終わりです

が、が、ひきつづきミズアオイが育っていく過程を観察ひきつづきミズアオイが育っていく過程を観察

しましょう。しましょう。生長の様子やミズアオイを食べる動物生長の様子やミズアオイを食べる動物

などを観察することによって、などを観察することによって、ミズアオイをとりまミズアオイをとりま

く生物群集にまで理解が広がります。く生物群集にまで理解が広がります。

５．５．野外に定植するときの注意事項野外に定植するときの注意事項

＊管理できる場所に植える。＊管理できる場所に植える。

　生育環境に適した水辺であっても、　生育環境に適した水辺であっても、勝手に植える勝手に植える

ことはできないので、ことはできないので、自分たちで造成したビオトー自分たちで造成したビオトー

プや所有者や管理者の許可を得た場所に植えることプや所有者や管理者の許可を得た場所に植えること

になります。になります。

＊生育場所を考慮する。＊生育場所を考慮する。

　生育環境の条件として、　生育環境の条件として、１）１）流れのほとんどない流れのほとんどない

ところ、ところ、２）２）水位変動の少ないところ、水位変動の少ないところ、３）３）日当た日当た

りの良いところ、りの良いところ、４）４）水辺の浅いところ、水辺の浅いところ、などがあなどがあ

げられます。げられます。

＊地域性に留意する。＊地域性に留意する。

　種子を採集した場所と同じ地域に植えること。　種子を採集した場所と同じ地域に植えること。生生

物の地理的な変異と遺伝子の変異の多様性を守るた物の地理的な変異と遺伝子の変異の多様性を守るた

めに、めに、かけ離れた場所から移植することを避ける必かけ離れた場所から移植することを避ける必

要があります。要があります。

＊他の生物への配慮。＊他の生物への配慮。

　自生している他の植物の生育を阻害したり、　自生している他の植物の生育を阻害したり、環境環境

を大きく改変させないことが不可欠です。を大きく改変させないことが不可欠です。

　環境条件に適して良好に生育しても、　環境条件に適して良好に生育しても、アメリカザアメリカザ

リガニに食べられて消失することもあります。リガニに食べられて消失することもあります。カモカモ

や水生昆虫など、や水生昆虫など、柔らかくておいしそうな水草を食柔らかくておいしそうな水草を食

べる動物は他にもみられます。べる動物は他にもみられます。

　水質の条件が合わないことや、　水質の条件が合わないことや、他の植物に負けて他の植物に負けて

しまうことなどでも、しまうことなどでも、生育不良となります。生育不良となります。厳しい厳しい

環境の中で勝ち残り、環境の中で勝ち残り、いくつもの条件に適合したといくつもの条件に適合したと

きに旺盛に生育するのです。きに旺盛に生育するのです。

　植えたミズアオイが良好に生育し、　植えたミズアオイが良好に生育し、たくさんの実たくさんの実

をつけたら、をつけたら、一部の実を摘みとってまた同じように一部の実を摘みとってまた同じように

保存します。保存します。そして翌春は、そして翌春は、自然に発芽するかをみ自然に発芽するかをみ

ます。ます。自生できたものが順調に育った場合に、自生できたものが順調に育った場合に、ミズミズ

アオイにとって適した環境であったことがわかりまアオイにとって適した環境であったことがわかりま

す。す。その後もミズアオイの生育を維持させたいときその後もミズアオイの生育を維持させたいとき

には、には、遷移する環境に対してなんらかの働きかけが遷移する環境に対してなんらかの働きかけが

求められます。求められます。植えたあとの長期間にわたる観察と植えたあとの長期間にわたる観察と

持続的な管理が大切であると思います。持続的な管理が大切であると思います。

（いしかわビオトープ交流会事務局　川原奈苗）（いしかわビオトープ交流会事務局　川原奈苗）

水の深さは土の表面より水の深さは土の表面より１１～～２２cmcmくらいのところ。くらいのところ。

ミズアオイの育て方ミズアオイの育て方
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　今回ご紹介する本小学校は、　今回ご紹介する本小学校は、能登半島の最先端に能登半島の最先端に

ある三崎町本地内にあり、ある三崎町本地内にあり、海岸までは約２キロメー海岸までは約２キロメー

トル、トル、海抜海抜1010メートル近くのなだらかな丘陵地帯メートル近くのなだらかな丘陵地帯

に位置します。に位置します。近くには紀ノ川が流れ、近くには紀ノ川が流れ、周辺はたば周辺はたば

こ畑や田んぼに囲まれており、こ畑や田んぼに囲まれており、大小のため池が点在大小のため池が点在

しています。しています。金沢からは車で３時間近くかかり、金沢からは車で３時間近くかかり、石石

川県の長さを実感しながらたどり着くこの地は、川県の長さを実感しながらたどり着くこの地は、懐懐

かしい豊かな自然の風景にほっとさせられる所でかしい豊かな自然の風景にほっとさせられる所で

す。す。と同時に、と同時に、「なぜここでビオトープが行われて「なぜここでビオトープが行われて

いるのか」いるのか」と、と、ふと不思議な気持ちにもなります。ふと不思議な気持ちにもなります。

　このような豊かな自然を背景に、　このような豊かな自然を背景に、本小学校では校本小学校では校

庭横に流れる用水路を引き込んだ用水路ビオトープ庭横に流れる用水路を引き込んだ用水路ビオトープ

と、と、学校近くの休耕田を借りて作った休耕田ビオ学校近くの休耕田を借りて作った休耕田ビオ

トープをつくっています。トープをつくっています。今回は休耕田ビオトープ今回は休耕田ビオトープ

についてご紹介します。についてご紹介します。

　休耕田ビオトープは、　休耕田ビオトープは、二方が雑木林やアテ植林の二方が雑木林やアテ植林の

丘陵地に囲まれた小さな谷地田の最頂部にありま丘陵地に囲まれた小さな谷地田の最頂部にありま

す。す。奥からはため池からの水が藪地を通って流れて奥からはため池からの水が藪地を通って流れて

きており、きており、これを水源としています。これを水源としています。ビオトープのビオトープの

設計は子ども達が行い、設計は子ども達が行い、大人達と一緒に休耕田を掘大人達と一緒に休耕田を掘

り下げて２つの池を作り、り下げて２つの池を作り、子ども達が子ども達が『自然のお『自然のお

宿』宿』という素敵な名前をつけました。という素敵な名前をつけました。

『自然のお宿』　『自然のお宿』　

　　ゲンジボタルとオオヒシクイのくるビオトープをめざして　ゲンジボタルとオオヒシクイのくるビオトープをめざして　珠洲市本小学校珠洲市本小学校

エル、エル、ドジョウ、ドジョウ、メダカ、メダカ、カワニナ、カワニナ、イモリ、イモリ、ミズミズ

スマシ、スマシ、マツモムシ、マツモムシ、ゲンゴロウなどが生息しておゲンゴロウなどが生息してお

り、り、時にミサゴもやって来るたいへん豊かな生物相時にミサゴもやって来るたいへん豊かな生物相

となっています。となっています。これは、これは、林、林、川、川、田んぼ、田んぼ、水路、水路、

ため池、ため池、草地など、草地など、周辺の自然のビオトープと繋周辺の自然のビオトープと繋

がった環境にあるためで、がった環境にあるためで、昔の湿田環境を復元した昔の湿田環境を復元した

ために、ために、このような水辺を利用する生きものが集このような水辺を利用する生きものが集

まってきているといえます。まってきているといえます。現在は、現在は、子ども達が地子ども達が地

元の方々と一緒にゲンジボタルの住める環境をめざ元の方々と一緒にゲンジボタルの住める環境をめざ

して水路を整備し２つの池を増設するなどの活動をして水路を整備し２つの池を増設するなどの活動を

行っています。行っています。また、また、昨冬は近くの田んぼにオオヒ昨冬は近くの田んぼにオオヒ

シクイが飛来したのが確認されており、シクイが飛来したのが確認されており、オオヒシクオオヒシク

イがくることも期待されています。イがくることも期待されています。

　最後に、　最後に、取材してわかった取材してわかった「自然が豊かに残され「自然が豊かに残され

ているような場所でもビオトープ造成が必要」ているような場所でもビオトープ造成が必要」な訳な訳

を記します。を記します。本小学校の場合、本小学校の場合、ビオトープを作る時ビオトープを作る時

に地元の方が周辺地域のメダカを探すと、に地元の方が周辺地域のメダカを探すと、昔はたく昔はたく

さんいたはずの水路にはほとんどいなくなっていたさんいたはずの水路にはほとんどいなくなっていた

ということでした。ということでした。これは、これは、昔からの自然が豊かに昔からの自然が豊かに

残っているように見える地域でも人の生活様式が変残っているように見える地域でも人の生活様式が変

化し、化し、自然への関心が薄れていく中で、自然への関心が薄れていく中で、自然は確実自然は確実

にその豊かさを失ってきているのです。にその豊かさを失ってきているのです。だからこそだからこそ

このような場所でもビオトープを作ることをこのような場所でもビオトープを作ることを

通して、通して、自然の本当の姿を認識し、自然の本当の姿を認識し、保全していくこ保全していくこ

とが必要だと言えると思います。とが必要だと言えると思います。

（いしかわビオトープ交流会事務局　草光紀子）（いしかわビオトープ交流会事務局　草光紀子）

連載連載 ビオトープを訪ねてビオトープを訪ねて  ①①
　　

　造成して２年近くたったこのビオトープには、　造成して２年近くたったこのビオトープには、水水

生植物ではマコモ、生植物ではマコモ、ヒシ、ヒシ、ヒルムシロ、ヒルムシロ、オモダカ、オモダカ、

ミズユキノシタ、ミズユキノシタ、コナギ、コナギ、クサヨシなどが生育し、クサヨシなどが生育し、

イトトンボ、イトトンボ、アカトンボなどの多くのトンボ類、アカトンボなどの多くのトンボ類、カカ

自然のお宿自然のお宿
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　このたび事務局ををさせていただくことにな　このたび事務局ををさせていただくことにな

りました。りました。ビオトープに関わる活動に積極的にビオトープに関わる活動に積極的に

取り組めることを嬉しく思っています。取り組めることを嬉しく思っています。自分は自分は

経験が浅く、経験が浅く、知らないことも多いので、知らないことも多いので、みなさみなさ

まのご指導、まのご指導、ご支援をいただきたいと思いまご支援をいただきたいと思いま

す。す。よろしくお願いいたします。よろしくお願いいたします。

　わたしは　わたしは33年前の春から、年前の春から、河北潟湖沼研究所河北潟湖沼研究所

が河北潟干拓地に造成したビオトープ実験池のが河北潟干拓地に造成したビオトープ実験池の

モニタリング調査にたずさわっています。モニタリング調査にたずさわっています。このこの

調査で、調査で、池の生物の移り行きを知るとともに、池の生物の移り行きを知るとともに、

周辺農地に生息している生物や希少な植物、周辺農地に生息している生物や希少な植物、帰帰

化生物の存在を知ることができました。化生物の存在を知ることができました。この実この実

験池の造成後の状況は論文験池の造成後の状況は論文（河北潟総合研究（河北潟総合研究

Vol.4.pp.1Vol.4.pp.1～～1616））にまとめています。にまとめています。

　この実験池の調査のほかに金沢城公園で野鳥　この実験池の調査のほかに金沢城公園で野鳥

観察をおこなっています。観察をおこなっています。金沢大学元名誉教授金沢大学元名誉教授

の大串先生のもとでの大串先生のもとで19991999年年33月から、月から、金沢城公金沢城公

園の自然環境、園の自然環境、生態調査が実施されており、生態調査が実施されており、そそ

の一貫で鳥類の調査をさせていただくこととなの一貫で鳥類の調査をさせていただくこととな

りました。りました。これまでにこれまでに6060数種類の野鳥が確認数種類の野鳥が確認

されています。されています。金沢城公園には、金沢城公園には、かつて丘陵地かつて丘陵地

であった頃の二次林が残されています。であった頃の二次林が残されています。本丸園本丸園

地の森は、地の森は、旧藩時代に植栽された樹木、旧藩時代に植栽された樹木、その後その後

自生した樹木や灌木、自生した樹木や灌木、笹藪、笹藪、山野草も多くみら山野草も多くみら

れ複雑な構造をしてます。れ複雑な構造をしてます。金沢城公園の南西金沢城公園の南西

端、端、県立体育館の裏側にも１ヘクタールほどの県立体育館の裏側にも１ヘクタールほどの

古い林があります。古い林があります。ここは２つのシイの大径木ここは２つのシイの大径木

が枝を張り、が枝を張り、薄暗い混交林となっています。薄暗い混交林となっています。ここ

こではフクロウが何度か確認されています。こではフクロウが何度か確認されています。観観

光用通路がなく人の立ち入りが少ないため、光用通路がなく人の立ち入りが少ないため、フフ

クロウにとっては比較的安心な空間ではないかクロウにとっては比較的安心な空間ではないか

と思われます。と思われます。また金沢城公園の西端の谷間にまた金沢城公園の西端の谷間に

も高木層をふくむ自然林が残されています。も高木層をふくむ自然林が残されています。ここ

のような鬱蒼として見通しの利かないような林のような鬱蒼として見通しの利かないような林

は、は、公園や神社など市街地にある他の緑地で公園や神社など市街地にある他の緑地で

は、は、ほとんどみることができません。ほとんどみることができません。金沢城公金沢城公

園の森林はまちなかの貴重なビオトープである園の森林はまちなかの貴重なビオトープである

ように思います。ように思います。

　「夢みどりいしかわ　「夢みどりいしかわ20012001」」フェアが昨年フェアが昨年99月月

88日から日から1111月月1111日にかけて開催され、日にかけて開催され、たくさんたくさん

の人が集まりました。の人が集まりました。金沢城公園の入場者は金沢城公園の入場者は

127127万人にも上ったそうです。万人にも上ったそうです。フェアでは公園フェアでは公園

内を内を「もり」「もり」「にわ」「にわ」「くらし」「くらし」のゾーンにわけのゾーンにわけ

て紹介していました。て紹介していました。「もり」「もり」は、は、そこで生まれそこで生まれ

た天然のものであり、た天然のものであり、フェアに向けて人の手にフェアに向けて人の手に

よって急速につくれるものではありません。よって急速につくれるものではありません。しし

かしフェアの公園整備により、かしフェアの公園整備により、林周囲の樹木や林周囲の樹木や

通路付近の下草が刈りとられて森林内部は明る通路付近の下草が刈りとられて森林内部は明る

くなり、くなり、環境条件がだいぶ変わってしまいまし環境条件がだいぶ変わってしまいまし

た。た。残されてきた僅かな残されてきた僅かな「もり」「もり」をこれ以上損をこれ以上損

なわないように十分に考慮してほしいと思いまなわないように十分に考慮してほしいと思いま

す。す。一方一方「にわ」「にわ」では花壇や植え込み、では花壇や植え込み、湿性園、湿性園、

日本庭園などさまざまな要素を盛り込んだもの日本庭園などさまざまな要素を盛り込んだもの

が造成されました。が造成されました。これらは歴史や文化的な価これらは歴史や文化的な価

値から創出されたと思われます。値から創出されたと思われます。「にわ」「にわ」での緑での緑

化は、化は、野生種ではなく本来の環境にはないもの野生種ではなく本来の環境にはないもの

が小規模にバラバラにくみ合わさったものです。が小規模にバラバラにくみ合わさったものです。

このようなこのような「緑化」「緑化」という評価は難しいですが、という評価は難しいですが、

生物自らの力と周辺環境との相互作用の中で成生物自らの力と周辺環境との相互作用の中で成

りたっている自然とは異なったものです。りたっている自然とは異なったものです。単調単調

な空間である緑では、な空間である緑では、多くの生きものは息づく多くの生きものは息づく

ことが難しく、ことが難しく、このような空間が緑の保全といこのような空間が緑の保全とい

う観点で広がることには問題を感じます。う観点で広がることには問題を感じます。

　　19891989年～年～19941994年の調査に基づく金沢城公園の年の調査に基づく金沢城公園の

生物相が生物相が「城跡の自然誌」「城跡の自然誌」（大串龍一（大串龍一,1995,1995））でで

報告されています。報告されています。動物の種類数では哺乳類動物の種類数では哺乳類99

種、種、鳥類鳥類9696種、種、爬虫類爬虫類1212種、種、両生類両生類77種、種、魚類魚類

１種のほか、１種のほか、無脊椎動物についてもそれぞれま無脊椎動物についてもそれぞれま

とめられていますが、とめられていますが、当時の金沢城公園には数当時の金沢城公園には数

多くの生物が生息していたようです。多くの生物が生息していたようです。およそおよそ1010

年が経過した現在の状態を知るために調査が実年が経過した現在の状態を知るために調査が実

施されていますが、施されていますが、消失した種は多く存在する消失した種は多く存在する

ようです。ようです。

　現在金沢城公園では、　現在金沢城公園では、加賀百万石博に向けて加賀百万石博に向けて

さらに整備が進められています。さらに整備が進められています。金沢の市街地金沢の市街地

に残されてきた林とそこで生きている生物が消に残されてきた林とそこで生きている生物が消

え去ってしまわないよう願っています。え去ってしまわないよう願っています。　　

（いしかわビオトープ交流会事務局　川原奈苗）（いしかわビオトープ交流会事務局　川原奈苗）

交流会メンバーの自己紹介コーナー交流会メンバーの自己紹介コーナー

「夢みどりいしかわ「夢みどりいしかわ20012001」」とビオトープ　　とビオトープ　　川 原 奈 苗川 原 奈 苗
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お知 らせお知 らせ
いしかわビオトープ交流会　規約いしかわビオトープ交流会　規約

平成平成1313年年1010月月2020日　施行日　施行

名称名称
　　本会の名称を本会の名称を「いしかわビオトープ交流会」「いしかわビオトープ交流会」とするとする
趣旨趣旨
自然環境保全活動の推進とビオトープ活動の健全な自然環境保全活動の推進とビオトープ活動の健全な

発展のためには、発展のためには、地域の自然環境と野生生物に関心を地域の自然環境と野生生物に関心を
持つ方、持つ方、また生態系の保全やビオトープ活動に実際にまた生態系の保全やビオトープ活動に実際に
取り組んでいる人々の幅広いネットワークをつくり、取り組んでいる人々の幅広いネットワークをつくり、
経験交流経験交流・・情報交換を持続的におこなっていくことが情報交換を持続的におこなっていくことが
大切である。大切である。
「いしかわビオトープ交流会」「いしかわビオトープ交流会」は、は、多くの方々の参多くの方々の参
加のもと、加のもと、県内のビオトープ活動のより広いネット県内のビオトープ活動のより広いネット
ワークの場として機能することを目的とする。ワークの場として機能することを目的とする。
活動活動
　本会では以下の活動を行う　本会では以下の活動を行う
　　年数回の交流会の開催　　年数回の交流会の開催

年１回の総会の開催年１回の総会の開催
　　ニュースレターの発行　　ニュースレターの発行
　　会員名簿の発行　　会員名簿の発行
役員役員
　本会では以下の役員を置く　本会では以下の役員を置く

会長１名会長１名
　　事務局長１名と事務局員若干名　　事務局長１名と事務局員若干名
　役員は総会において出席者　役員は総会において出席者（委任状を含む）（委任状を含む）の過半の過半
　数の同意のもと選出　数の同意のもと選出・・承認される承認される
会計監査役２名を設置する会計監査役２名を設置する
役員の任期は役員の任期は11年とする。年とする。ただし再任は妨げないただし再任は妨げない

会員と会費会員と会費
　本会の会員の種別と会費は以下の通りとする　本会の会員の種別と会費は以下の通りとする
　　一般会員　年会費　　１，　　一般会員　年会費　　１，０００円０００円
　　団体会員　年会費　　２，　　団体会員　年会費　　２，０００円０００円
　　賛助会員　年会費　１０，　　賛助会員　年会費　１０，０００円０００円
会計年度会計年度
　　会計年度は毎年４月１日から翌年３月３１日とする会計年度は毎年４月１日から翌年３月３１日とする
その他その他
　規約の改定にあたっては、　規約の改定にあたっては、総会により出席者総会により出席者（委任（委任
　状を含む）　状を含む）の過半数の賛同を必要とするの過半数の賛同を必要とする
　本会則を　本会則を20012001年年1010月月2020日より施行する日より施行する
　本会は、　本会は、会員相互の経験交流会員相互の経験交流・・情報交換を目的とす情報交換を目的とす
ることから、ることから、当面、当面、会としての事業活動はおこなわ会としての事業活動はおこなわ
ないない

事務局から事務局から
　やっと　やっと「いしかわビオトープ交流会」「いしかわビオトープ交流会」ニュースレニュースレ

ターを発行することができました。ターを発行することができました。名前は名前は「身近な「身近な

自然」自然」とさせていただきました。とさせていただきました。今号は、今号は、事務局内事務局内

で執筆していますが、で執筆していますが、次号からは多くの会員の参加次号からは多くの会員の参加

による誌面づくりをしていきたいと思います。による誌面づくりをしていきたいと思います。

　県内の　県内の“ビオトープ”“ビオトープ”に関わるさまざまなニューに関わるさまざまなニュー

スを募集します。スを募集します。連載連載「ビオトープを訪ねて」「ビオトープを訪ねて」ではでは

みなさまのみなさまの“自慢”“自慢”のビオトープの紹介を、のビオトープの紹介を、またメまたメ

ンバー紹介では会員の自己紹介を掲載していきたいンバー紹介では会員の自己紹介を掲載していきたい

と思います。と思います。投稿を希望される方は、投稿を希望される方は、事務局事務局（下記）（下記）

までお問い合わせください。までお問い合わせください。

第２回総会は第２回総会は0202年４月年４月2020日日（土）（土）にに「いしかわ「いしかわ

動物園」動物園」で開催の予定です。で開催の予定です。３月下旬頃までに詳し３月下旬頃までに詳し

いご案内を送付する予定です。いご案内を送付する予定です。

いしかわビオトープ交流会第１回総会議事録いしかわビオトープ交流会第１回総会議事録

日時　平成日時　平成1313年年1010月月2020日　　場所　加賀市鴨池観察館日　　場所　加賀市鴨池観察館

　　参加者　　　参加者　2525名名

司会　高橋　久　　議事録作成者　川原奈苗司会　高橋　久　　議事録作成者　川原奈苗

議案１．議案１．会の規約案会の規約案
　高橋より　高橋より「いしかわビオトープ交流会」「いしかわビオトープ交流会」規約案が提規約案が提

出され、出され、発起人会で確認した事項との変更点として、発起人会で確認した事項との変更点として、

１）１）事務局長をおくこと、事務局長をおくこと、２）２）会計年度を４月１日よ会計年度を４月１日よ

り３月り３月3131日までとすること、日までとすること、が説明された。が説明された。

　参加者より、　参加者より、役員選出の条件として委任状も基数に役員選出の条件として委任状も基数に

加えることと、加えることと、役員の任期を定めた方がよいと言う意役員の任期を定めた方がよいと言う意
見が出され、見が出され、委任状と任期について文案に加えること委任状と任期について文案に加えること

として、として、規約案は全員一致で採択された。規約案は全員一致で採択された。

議案２．議案２．20012001年度予算案年度予算案

　川原より　川原より20012001年度予算案が提案された。年度予算案が提案された。参加者よ参加者よ

り、り、県などの補助金をできるだけ集めたほうがよいと県などの補助金をできるだけ集めたほうがよいと
いう意見が出され、いう意見が出され、事務局として努力していくことが事務局として努力していくことが

確認された。確認された。予算案は全員一致で採択された。予算案は全員一致で採択された。

議題３．議題３．役員選出役員選出

　役員として、　役員として、会長中村浩二、会長中村浩二、事務局長高橋久、事務局長高橋久、事務事務

局員草光紀子局員草光紀子・・川原奈苗が選出された。川原奈苗が選出された。

議題４．議題４．来年４月までの活動計画来年４月までの活動計画
　ニュースレターと会員名簿を早期に発行すること、　ニュースレターと会員名簿を早期に発行すること、了了

解が得られれば４月に第２回総会をいしかわ動物園でお解が得られれば４月に第２回総会をいしかわ動物園でお

こなうことが確認された。こなうことが確認された。４月以降の交流会の候補地と４月以降の交流会の候補地と

して、して、金沢城址、金沢城址、能登島等が挙げられた。能登島等が挙げられた。


